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 要 旨 

目的： 

全身性エリテマトーデス（SLE）の疾患活動性や皮膚障害程度と飲酒、喫煙との関連に

ついて検討した。 

方法： 

2014年から 2016年に登録された韓国の SLEレジストリ（KORNET）の 505人の患者

を対象とし、疾患活動性は SLE Disease Activity Index 2000 (SLEDAI-2K) で、皮膚病

変に関してはSystemic Lupus International Collaborating Clinics/American College of 

Rheumatology (SLICC/ACR) damage indexで評価し、多変量ロジスティック解析を用

いて飲酒、喫煙と皮膚病変との関連について検討した。 

結果： 

SLEDAI-2K、SLICC/ACR の両者とも、喫煙、飲酒の程度による差を認めなかった。し

かし、現在飲酒者において非飲酒者と比較すると皮膚障害はより多く（p=0.02）、飲酒量

との関連が認められた（Odds Ratio: 4.048, 95%CI: 1.251-12.102）。非飲酒者と比較し、

少量飲酒（1-5杯/週）、多量飲酒（6杯/週）のいずれも、皮膚障害との有意な関連を示し

た（各々p=0.033、p=0.027）。飲酒と喫煙状況をペアワイズ比較すると、非飲酒者、およ

び非喫煙者と比べて、現在飲酒者では現在の皮膚障害との有意な関連が認められた

（OR:3.513、95%CI:1.130-10.920、p=0.030）。 

結論： 

現在飲酒がある場合、SLE の皮膚障害の進展に影響がある可能性が示唆された。なお、

喫煙習慣と SLEの皮膚障害との関連は認められなかった。 

 


